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人
と
人
の
繋
が
り
で
地
域
の
活
性
化
！�

つ
な�

　
二
月
二
十
七
日
、
特
産
品
研
究
加
工
施
設
と
日
輪
閣
を
会
場
に
、
こ
ん

に
ゃ
く
芋
・
大
山
ス
イ
カ
の
「
事
例
報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
報
告
会
は
、町
の
新
し
い
特
産
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
“こ
ん
に
ゃ

く
芋
„と
“大
山
ス
イ
カ
„の
取
り
組
み
に
つ
い
て
広
く
紹
介
し
、活
動
の
輪

を
広
げ
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
“こ
ん
に
ゃ
く
芋
„に
つ
い
て
は
、『
奥
大
山
高
原
野
菜
研
究
会
』、“大
山

ス
イ
カ
„に
つ
い
て
は
、『
県
立
倉
吉
農
業
高
等
学
校
野
菜
ク
ラ
ブ
』
の
生

徒
が
発
表
し
、
大
森
ひ
ろ
子
さ
ん
ら
に
よ
る
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
の
実
演
や

料
理
の
試
食
会
も
あ
り
、
約
七
十
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。�

『
江
府
町
特
産
品
事
例
報
告
会
』�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
に
ゃ
く
芋
・
大
山
ス
イ
カ�

“こ
ん
に
ゃ
く
芋
„�

『
奥
大
山
高
原
野
菜
研
究
会
』�

試
行
錯
誤
で�

　
　
　
栽
培
方
法
確
立
へ�

　
“こ

ん
に
ゃ
く
芋

„は
、
一
㎏
程

度
の
大
き
さ
に
な
る
と
出
荷
に
な

り
ま
す
。
同
時
に
こ
の
芋
一
個
か

ら
二
か
ら
四
個
の
生
子
が
採
れ
、

生
子
は
翌
年
の
種
芋
と
な
り
ま
す

が
、
一
㎏
の
大
き
さ
に
な
る
ま
で

に
二
・
三
年
か
か
る
た
め
、
毎
年

春
（
五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
）

に
植
え
付
け
し
、
十
一
月
に
掘
起

こ
し
て
収
穫
し
ま
す
。
過
湿
と
乾

燥
に
弱
く
腐
敗
病
や
葉
枯
病
な
ど

予
防
の
た
め
、
定
期
的
な
消
毒
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
冬
期

間
の
種
芋
の
保
存
が
難
し
い
大
変

デ
リ
ケ
ー
ト
な
作
物
で
す
。�

���

　
平
成
十
九
年
に
十
名
で
栽
培
会

は
、
初
年
度
、
十
ア
ー
ル
作
付
け

し
、
出
荷
量
が
約
一
ト
ン
で
し
た

が
、
五
年
目
の
平
成
二
十
三
年
に

は
、
会
員
十
九
名
で
百
七
十
ア
ー

ル
の
作
付
け
で
七
・
六
ト
ン
を
出

荷
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
間
、
会
員
同
士
が
栽
培
方

法
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
を
重
ね

栽
培
法
を
試
行
錯
誤
し
、
奥
大
山

江
府
町
の
気
候
や
土
質
に
合
っ
た

栽
培
法
が
だ
ん
だ
ん
見
え
て
き
ま

し
た
。�

��

　
　
代
　
表
　
田
本
賢
二
さ
ん�

　
あ
な
た
の
周
り
に
眠
っ
て
い
る

転
作
田
や
耕
作
放
棄
地
で
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。�

　
奥
大
山
江
府
町
の
特
産
品
と
呼

ぶ
に
は
、
作
付
面
積
・
出
荷
量
と

も
に
ま
だ
足
り
ま
せ
ん
。�

　
私
た
ち
と
一
緒
に
奥
大
山
ブ
ラ

ン
ド
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。�

『
奥
大
山
高
原
野
菜
研
究
会
』�

“大
山
ス
イ
カ�

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
„�

『
県
立
倉
吉
農
業
高
等
学
校
』�

　
　
　
　
　
　
野
菜
ク
ラ
ブ�

　
“大

山
ス
イ
カ

„と
は
、
日
清
戦

争
に
出
兵
し
た
鳥
取
県
出
身
の
兵

士
が
、
中
国
大
陸
か
ら
種
子
を
持

ち
帰
っ
た
の
が
起
源
と
さ
れ
、｢

凱

旋
（
が
い
せ
ん
）
ス
イ
カ
」
と
呼

ば
れ
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
栽
培
地
域
が
大
山
山
麓
だ
っ
た�

き    

ご�

奥大山高原野菜研究会代表の田本賢二さん�

こんにゃく作り実演�

こんにゃくを使った料理の一例�



こ
と
か
ら
、
“大

山
ス
イ
カ

„と
名

付
け
ら
れ
鳥
取
県
の
特
産
品
と
し

て
県
外
に
多
く
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。�

そ
の
後
、
「
ツ
ル
割
れ
病
」
な
ど

の
連
作
障
害
の
発
生
に
よ
り
、
栽

培
面
積
も
減
少
し
、
や
が
て
絶
滅

し
た
か
に
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。�

��

　
平
成
二
十
年
十
月
二
日
付
け
の

日
本
海
新
聞
で
、
森
千
津
枝
さ
ん

（
宮
市
）
が
、
今
も
な
お
栽
培
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
森
さ
ん

か
ら
種
子
を
提
供
い
た
だ
き
研
究

が
始
ま
り
ま
し
た
。�

　
他
品
種
と
の
交
雑
を
避
け
た
自

家
採
種
の
成
功
に
よ
る
種
の
保
存

化
や
、
現
在
の

生
産
者
が
行
っ

て
い
る
接
木
栽

培
が
可
能
で
あ

る
こ
と
の
実
証

を
研
究
し
ま
し

た
。�

��

　
三
年
目
の
今
年
は
、
病
気
に
強

い
“

接
木
苗

„
と
種
か
ら
育
て
る�

“実
生
苗

„の
比
較
栽
培
を
行
い
ま

し
た
。
果
実
重
量
・
糖
度
そ
し
て

食
味
調
査
か
ら
、
大
差
は
な
い
も

の
の
“接

木
苗

„の
方
が
、
総
合
的

な
美
味
し
さ
が
在
る
こ
と
が
判
り

ま
し
た
。�

　
ま
た
、現
在
の
主
流
品
種「
祭
ば

や
し
７
７
７
」と
“大

山
ス
イ
カ

„�

の
成
分
化
学
分
析
の
結
果
、“大
山

ス
イ
カ

„は
、味
に
深
み
を
持
た
せ

る
成
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
判
り
ま
し
た
。�

　�

��

　
七
十
年
以
上
前
の
品
種
が
、
現

在
で
も
十
分
通
用
す
る
こ
と
が
判

り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
今
後
栽
培
が
定
着
す
れ

ば
、
連
作
が
必
要
と
な
り
病
害
対

策
と
し
て
“接

木
苗

„が
不
可
欠
で

す
。
食
味
等
に
お
い
て
も
優
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
栽
培
定

着
に
向
け
明
る
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。�

���

　
今
後
、
よ
り
高
品
質
の
果
実
が

安
定
し
て
得
ら
れ
る
よ
う
栽
培
技

術
の
蓄
積
を
続
け
、
江
府
町
を
は

じ
め
と
す
る
中
山
間
地
に
提
供
し

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、加
工
品

の
開
発
と
販
売
を
視
野
に
入
れ
、�

“大
山
ス
イ
カ

„の
六
次
産
業
化
も

目
指
し
ま
す
。
　�

　
消
え
つ
つ
あ
る
貴
重
な
伝
統
野

菜
を
後
世
に
伝
え
、
現
在
の
栽
培

方
法
で
復
活
さ
せ
、
再
び
『
オ
ン

リ
ー
・
ワ
ン
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
』

を
目
指
し
ま
す
。�
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「
幻
の
ス
イ
カ
」の
研
究
開
始�

今
年
の
研
究
と
成
果�

“大
山
ス
イ
カ
„は�

　
　
現
代
で
も
通
用
す
る�

『
県
立
倉
吉
農
業
高
等
学
校
』�

　
　
　
　
　
　
野
菜
ク
ラ
ブ�

『
白
馬
の
会
』�

　
　
　
　
代
表
　
山
本
信
男
さ
ん�

　
毎
年
四
月
二
十
九
日
、
「
昭
和

の
日
」
に
毛
無
山
登
山
道
開
き
を

行
い
、
今
年
で
十
六
回
目
を
迎
え

ま
す
。�

　
こ
の
日
の
た
め
に
、
前
年
の
晩

秋
に
、
会
員
十
五
名
で
登
山
道
の

維
持
修
繕
作
業
を
行
い
、
四
月
の

中
旬
に
は
、
登
山
道
入
口
ま
で
の

道
路
や
駐
車
場
の
整
備
を
行
い
ま

す
。
作
業
は
大
変
で
す
が
、
気
の

合
う
会
員
が
力
を
あ
わ
せ
て
行
う

の
で
、
と
て
も
楽
し
く
苦
に
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
登
山
道
開
き
の

当
日
、す
っ
か
り
“顔

馴
染
み

„
と

な
っ
た
愛
好
家
に
出
会
い
、
感
謝

の
言
葉
を
貰
う
と
、
来
年
へ
の
気

力
を
沸
い
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。�

�

『
建
井
雅
美
さ
ん
（
少
林
寺
流
空

手
道
練
成
会
館
・
江
府
道
場
）
』�

　
こ
の
た
び
は
、
身
に
余
る
賞
を

い
た
だ
き
、
大
変
恐
縮
い
た
し
ま

す
。
道
場
に
は
小
学
生
か
ら
社
会

人
ま
で
幅
広
い
年
代
の
門
下
生
が

通
っ
て
い
ま
す
。
空
手
の
指
導
を

通
し
て
、彼
ら
か
ら
礼
節
・
忍
耐
・

感
謝
の
心
を
私
自
身
も
日
々
教
わ

っ
て
い
ま
す
。�

　
今
回
の
受
賞
は
、
こ
れ
ま
で
江

府
道
場
を
巣
立
っ
て
い
っ
た
門
下

生
、
ご
支
援
ご
指
導
い
た
だ
い
た

先
輩
方
を
含
め
た
全
員
に
授
か
っ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。
皆
で
喜
び

を
分
か
ち
合
う
と
共
に
、
今
後
も

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

た
て  

い  

ま
さ  

み�

の
り  

お�

　
　
　
江
府
町
の
部
　
表
彰
式

　
　
　
江
府
町
の
部
　
表
彰
式�

日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞
二
〇
一
一

日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞
二
〇
一
一�

　
　
　
江
府
町
の
部
　
表
彰
式�

い�

ま
さ  

み�

　
三
月
二
日
、
新
日
本
海
新
聞
社

主
催
の
「
日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と

大
賞
二
〇
一
一
」
の
表
彰
式
が
、

江
府
町
役
場
で
行
わ
れ
、
『
白
馬

の
会
』
が
地
域
貢
献
賞
を
、
『
建

井
雅
美
』
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
功
労

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
『
白
馬
の
会
』
の
皆
さ
ん
は
、

岡
山
県
側
に
し
か
な
か
っ
た
毛
無

山
登
山
道
を
、
平
成
八
年
に
江
府

町
側
か
ら
開
設
さ
れ
、
毎
年
登
山

道
の
整
備
と
併
せ
て
、
希
少
植
物

「
カ
タ
ク
リ
の
花
」
の
保
護
に
も

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
春
に
は
県

内
外
か
ら
多
く
の
愛
好
家
が
訪
れ

ま
す
。�

　
ま
た
、
建
井
雅
美
さ
ん
は
、
少

林
寺
流
空
手
道
練
成
会
館
・
江
府

道
場
を
平
成
十
六
年
に
開
き
、
町

民
を
対
象
に
毎
週
空
手
を
指
導
し
、

空
手
競
技
の
振
興
と
発
展
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、空
手
を
通
じ
て
、礼
節
・

忍
耐
・
感
謝
の
心
を
磨
き
、
心
身

の
健
全
な
育
成
を
目
指
し
て
お
ら

れ
ま
す
。�

受
賞
の
感
想
を�

　
　
　
　
聞
き
ま
し
た�

日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞
二
〇
一
一�

み
し
ょ
う�

た
て�

毛無山頂上�
（昨年の登山道開き）�

幻の大山スイカ�

左から小林栄さん（日本海新聞江尾販売所長）、�
建井雅美さん、竹内町長、山本信男さん�
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加
藤
薫
さ
ん(

杉
谷)

に
感
謝
状
贈
呈�

　
　
　
初
期
消
火
活
動
に
貢
献
！�

“男
の
料
理
教
室
„で�

　
　
　
「
料
理
男
子
」
！�

｢

低
炭
素
社
会
を
目
指
し
て
」�

　
　
　
東
京
都
港
区
と
協
定
締
結�

　
三
月
二
日
、
県
西
部
広
域
行
政
管
理

組
合
の
消
防
局
長
か
ら
の
感
謝
状
が
、

江
府
消
防
署
の
田
中
好
徳
署
長
か
ら
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。�

　
加
藤
さ
ん
は
、
二
月
十
日
の
午
後
五

時
ご
ろ
、
杉
谷
地
内
で
発
生
し
た
住
宅

火
災
で
、
自
宅
の
家
庭
用
消
火
器
を
用

い
て
初
期
消
火
活
動
を
行
い
、
被
害
を

最
小
限
に
く
い
止
め
ま
し
た
。�

　
受
賞
し
た
加
藤
さ
ん
は
「
以
前
、
防

火
講
習
で
初
期
消
火
の
訓
練
を
し
た
。

経
験
が
役
立
ち
被
害
も
小
さ
く
て
よ
か

っ
た
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
初
期
の
火
災
で
、
家
庭
用
消
火
器
は

大
変
活
躍
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
設
置
を

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
空
気
が
乾
燥
し

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
火

の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。�

題�話�の�町� 題�話�の�町�
｢

あ
い
き
ょ
う｣

で
の
研
修
を
通
じ
て�

　
　
　
　
早
大
生
が
見
た
江
府
町�

　
二
月
八
日
、
南
部
町
・
日
野
町
・
日

南
町
・
江
府
町
は
、東
京
都
港
区
と
「
間

伐
材
を
始
め
と
し
た
国
産
材
の
利
用
促

進
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。�

　
国
産
材
の
活
用
促
進
で
、
二
酸
化
炭

素
の
固
定
量
増
加
を
図
る
港
区
と
、
森

林
資
源
を
豊
富
に
持
つ
全
国
の
地
方
自

治
体
が
、
共
同
で
低
炭
素
社
会
を
目
指

す
も
の
で
す
。
　�

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
町
内
産
材
木
の

都
市
部
へ
の
販
路
拡
大
と
、
地
域
活
性

化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
へ
の
波
及
が
期

待
で
き
ま
す
。�

　
二
月
八
日
現
在
で
、
全
国
四
十
七
市

町
村
が
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。�

　
二
月
七
日
、

食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
主
催

の
「
男
の
料
理

教
室
」
が
、
新

道
多
目
的
集
会

所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。�

　
参
加
者
は
新

道
、
一
旦
、
武

庫
、
半
の
上
の

男
性
九
名
で
、

ぎ
ょ
う
ざ
、
筑

前
煮
、
み
そ
汁

の
３
品
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。�

　
男
の
料
理
だ
か
ら
大
胆
に
調
理
し
よ

う
！
と
言
い
な
が
ら
も
一
つ
ひ
と
つ
て

い
ね
い
に
調
理
さ
れ
、
完
成
し
た
料
理

は
、
昼
食
会
で
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
参
加
者
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
」
「
ま

た
集
ま
っ
て
料
理
し
た
い
」
と
い
う
声

に
、
地
元
推
進
員
は
、
早
速
、
次
回
の

教
室
企
画
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。�

　
男
性
の「
食
の
自
立
」に
向
け
、
「
料

理
男
子
」
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
！�

　
二
月
十
七
日
、
江
府
町
総
合
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
、
早
稲
田
大
学
の
学
生

に
よ
る
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会

＆
交
流
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。発
表
者

は
、
研
究
会
代
表
の
門
野
孝
資
さ
ん
・

大
沼
瞳
さ
ん
・
松
本
光
広
さ
ん
の
三
名

で
す
。�

　｢

あ
い
き
ょ
う(

安
達
享
司
社
長)｣

の

移
動
販
売
事
業
で
の
研
修
か
ら
得
た

人
と
人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
や
、
学

生
た
ち
が
“地

方
„に
大
変
興
味
を
抱
い

て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。�

　
報
告
を
聞
い
た
参
加
者
か
ら
は
、
感

動
と
感
謝
の
意
見
や
、
研
究
の
継
続
を

望
む
意
見
が
あ
り
、
急
遽
、
活
動
資
金

の
カ
ン
パ
が
始
ま
り
、
集
ま
っ
た
支
援

金
は
そ
の
場
で
学
生
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。�

　
代
表
の
門
野
さ
ん
は
、
「
こ
れ
ま
で

の
研
修
を
単
な

る
思
い
出
に
終

わ
ら
せ
ず
、
形

に
し
て
恩
返
し

を
し
た
い
」
と

語
っ
て
い
ま
し

た
。�

15市町村が締結（前列２人目から順に　景山日野町長、�
竹内江府町長、武井港区長、増原日南町長、坂本南部町長）�

武庫地区「男の料理教室」�

早大生による報告会�

初期消火に貢献された加藤薫さん�
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消費者問題を県と日野郡３町が共同取組�

「消費者講演会」�

　２月８日、山村開発センターを会場に消費者講演会が開催され、

日野郡の民生児童委員や消費者問題に関心のある一般の方約50

名が参加しました。�

　この講演は、鳥取県日野地区連携・共同協議会の消費者行政

チームが主催で実施されました。�

　講演では、県消費生活センターの佐藤相談員が、被害相談の

内容や傾向、問題解決の苦労話などを、法テラス（日本司法支

援センター）の藤田弁護士ほか３名の方々からは、県内の消費

者情報や被害にあわない方法などを話されました。�

　参加者は、メモを取りながら熱心に聞いていました。�

鳥取県日野地区連携・共同協議会�
行政課題の解決などを県（日野総合事務所）

と日野郡３町が連携して取り組むことを目

的に、平成22年７月に設立。�

消費者トラブル　―　ひと事ではありません。明日はわが身!?

振
り
込
め
詐
欺�

儲
け
話�

　
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
や
「
な
り

す
ま
し
詐
欺
」
、
「
架
空
請
求
詐

欺
」
な
ど
、
電
話
や
葉
書
な
ど
で

相
手
を
騙
し
て
金
銭
を
振
り
込
ま

せ
る
共
通
手
法
か
ら
、
総
称
し
て

『
振
り
込
め
詐
欺
』
と
呼
ば
れ
て
、

最
近
、
被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。�

�【
例
１
】「
会
社
の
金
で
株
に

手
を
出
し
失
敗
。助
け
て
！
」�

　
五
十
歳
代
の
女
性
方
に
、
息
子

を
装
い
電
話
で
「
今
日
、
会
社
に

監
査
が
入
る
。
監
査
前
に
返
金
す

れ
ば
何
と
か
な
る
。
宅
急
便
が
家

に
向
う
の
で
、
お
金
を
渡
し
て
欲

し
い
。
」
と
、
言
葉
巧
み
に
焦
ら

せ
、
騙
し
取
ろ
う
と
し
た
事
例
で

す
。�

�【
例
２
】「
取
引
先
に
払
う
金

を
紛
失
し
た
。
お
願
い
。
」�

　
六
十
歳
代
の
女
性
方
に
、
息
子

を
装
い
電
話
で
「
電
車
の
中
で
カ

バ
ン
を
失
く
し
た
。
取
引
先
に
届

け
る
お
金
が
入
っ
て
い
た
」
と
電

話
。
駅
員
役
や
会
社
の
上
司
役
な

ど
複
数
人
で
騙
そ
う
と
し
た
事
例

で
す
。�

　�

【
例
３
】「
医
療
費
を
還
付
し

ま
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
」�

　
七
十
歳
代
の
男
性
方
に
、
行
政

職
員
を
装
い
「
医
療
費
を
還
付
す

る
文
書
を
送
付
し
て
い
る
。
期
限

が
過
ぎ
て
い
る
。
至
急
手
続
き
が

必
要
。
コ
ン
ビ
ニ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
至

急
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
電
話

が
あ
っ
た
。
到
着
し
た
コ
ン
ビ
ニ

で
相
手
に
電
話
し
、
相
手
の
言
う

と
お
り
に
操
作
し
た
結
果
、
相
手

口
座
に
振
り
込
む
結
果
と
な
っ
た

事
例
で
す
。�

　
「
今
、
○
○
会
社
に
投
資
す
れ

ば
儲
か
る
」
な
ど
と
勧
誘
し
、
説

明
不
十
分
の
ま
ま
高
額
な
取
引
を

契
約
さ
せ
て
、
後
に
ト
ラ
ブ
ル
に

発
展
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

　
投
資
契
約
を
す
る
と
き
は
、
十

分
に
内
容
を
検
討
し
「
損
を
す
る

場
合
が
あ
る
」
こ
と
を
理
解
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。�

　
ま
た
、
未
公
開
株
・
社
債
・
炭

鉱
採
掘
権
な
ど
の
儲
け
話
を
口
実

に
し
た
詐
欺
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト�

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
非
常
に
便

利
な
道
具
で
す
。
そ
の
反
面
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
疎
か
に
て

い
る
と
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
、

あ
な
た
の
個
人
情
報
が
盗
ま
れ
る

な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。�

【
例
１
】ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺�

　
入
会
し
て
い
な
い
の
に
、
認
証

ボ
タ
ン
や
リ
ン
ク
な
ど
を
ク
リ
ッ

ク
し
た
だ
け
で
利
用
料
金
を
請
求

す
る
画
面
が
突
然
表
示
さ
れ
る
も

の
。
こ
ん
な
と
き
は
絶
対
に
業
者

へ
連
絡
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

利
用
規
約
や
購
入
情
報
な
ど
の
確

認
画
面
が
な
け
れ
ば
請
求
さ
れ
て

も
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

【
例
２
】イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト�

　
　
　
　
　
オ
ー
ク
シ
ョ
ン�

　
誰
で
も
簡
単
に
商
品
を
売
買
で

き
、
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い
ま

す
。
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
も
ペ

ニ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
新
た

な
形
態
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り

ま
す
。
利
用
す
る
と
き
に
は
十
分

信
頼
で
き
る
サ
イ
ト
を
選
び
ま
し

ょ
う
。�

　
困
っ
た
り
、
迷
っ
た
ら
、
一
人

で
悩
ま
ず
、
ま
ず
相
談
！�

【
問
い
合
わ
せ
】役
場
町
民
生
活
課�

（
電
話
：
七
五
―
三
二
二
三
）�
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飲酒運転は絶対にやめましょう飲酒運転は絶対にやめましょう�飲酒運転は絶対にやめましょう飲酒運転は絶対にやめましょう�飲酒運転は絶対にやめましょう�

　最近、飲酒運転による違反者が増えています。「飲酒運転」

は道路交通法第65条によって、「何人も、酒気を帯びて車両を

運転してはならない」とされていて、違反すると刑事罰の対象

になります。お酒を飲んだときは、少しの距離でも絶対に自動

車を運転してはいけません。�

　また、飲酒運転をした人にお酒を飲ませた人（店）も刑事罰

の対象になります。周囲も気をつけるようにしましょう。�

　自動車は使い方によって凶器になり、人を傷つけることがあります。被害者も加害

者も多くの犠牲を払い、長い時間をかけて体や心の傷を治していくことになります。�

　自動車を運転するときは安全運転を心がけ、特に飲酒運転は絶対にしないようにし

てください。�

酒気帯び運転�1
呼気等のアルコール濃度が、一定以上ある状態で車を運転することを言います。�

(ア) 罰則�

　①　3年以下の懲役又は50万円以下の罰金�

　②　違反点数13～25点の減点�

　③　免許停止90日～免許取消（※欠格期間2年）�

　④　お酒を飲ませた人・同乗者への罰則�

　　　⇒2年以下の懲役又は30万円以下の罰金�

酒酔い運転�2
呼気等のアルコール濃度とは関係なく、アルコールが原因で正常な運転ができていない状態にあ

ることを言います。�

　具体例）　・直線の上を真っ直ぐ歩くことができない�

　　　　　　・言葉がもつれて上手く話せない�

(ア) 罰則�

　①　5年以下の懲役又は100万円以下の罰金�

　②　違反点数35点の減点�

　③　免許取消（※欠格期間3年）�

　④　お酒を飲ませた人・同乗者�

　　　⇒3年以下の懲役又は50万円以下の罰金�

�

※前歴及び累積点数がない場合の期間�

※欠格期間とは・・・運転免許が取消されてから免許を取得することができない期間�



　平成24年度狂犬病予防集団注射をご案内します。�

都合により日程の合わない方は、動物病院で必ず

注射をしましょう。 （狂犬病予防注射は毎年１回）�

予防注射が受けられるのは、生後９１日以上の飼

い犬となります。�

　新規登録も同時に行いますので、予防注射と併

せてお越しください。（登録は生涯１回）�

　登録のみの場合は役場福祉保健課へお越しくだ

さい。�

【注射を受けるときの注意事項】�

◎犬の状態を事前に確認してください。�

　状態により接種できない場合があります。�

◎大人しい犬でも当日暴れる場合がありますので、

　犬に責任が持てる方が連れて来てください。�

◎鑑札及び注射済票(23年度)を必ず犬に着けてお

　越しください。(狂犬病予防法第4条3、第5条3)�

【動物病院等で注射をされる方へ】�

　病院で交付される『狂犬病予防注射済証』と注射

済票交付手数料『550円』を持って、役場福祉保健課

へ手続きにお越しください。�

　詳しくは、役場福祉保健課（電話 75-6111）に

お問い合わせください。�

狂犬病予防集団注射のご案内�狂犬病予防集団注射のご案内�
�
�
�

4月4日�

（水）�

月　日� 時　間�

�
�
�
�

4月5日�
（木）�

�
�
�
�

4月6日�
（金）�

場　所�

13：20～13：30�

13：40～13：50�

14：00～14：05�

14：10～14：20�

14：25～14：35�

14：45～15：00�

15：05～15：15�

15：20～15：30�

13：20～13：30�

13：35～13：40�

13：55～14：05�

14：15～14：20�

14：30～14：35�

14：45～14：50�

15：00～15：10�

15：20～15：30�

13：00～13：25�

13：40～13：45�

13：55～14：00�

14：05～14：10�

14：15～14：20�

14：30～14：40�

14：55～15：05�

15：10～15：20�

15：25～15：50

下 安 井 会 館 �

荒 田 会 館 �

洲 河 崎 会 館 �

新 道 会 館 �

武 庫 会 館 �

池 の 内 会 館 �

尾 之 上 原 会 館 �

日 の 詰 会 館 �

宮市構造改善センター�

宮 市 原 公 民 館 �

下 蚊 屋 集 会 施 設 �

小 原 体 験 交 流 施 設 �

美用地区都市農村交流施設�

御 机 公 民 館 �

杉 谷 活 性 化 施 設 �

貝 田 会 館 �

明 道 館 �

下 大 河 原 公 民 館 �

吉 原 活 性 化 施 設 �

西 成 公 民 館 �

袋 原 公 民 館 �

柿 原 活 性 化 施 設 �

佐 川 会 館 �

久 連 集 会 所 �

江府町総合健康福祉センター�

13：10～13：306月6日(水) 江府町総合健康福祉センター�

（補足）�

●狂犬病に感染した動物に咬まれ、唾液中のウイ

　ルスが体内に侵入する事で感染します。�

●狂犬病は人も含むすべての哺乳類に感染し、発

　症すると筋肉のけいれんやマヒなどを起こし、

　最後は呼吸障害等の症状により、ほぼ100％死

　亡します。�

●人の場合、一旦発病してしまうと効果的な治療

　法はありません。�

�

�

●犬を飼い始めたら、30日以内に役場福祉保健

　課窓口で登録をしましょう。(生後90日以内で

　あっても登録はできます。)�

●犬の所有者はその犬について厚生労働省の定め

　るところにより、狂犬病の予防注射を毎年1回

　受けさせなければならないと定められています。�

�

�

●登録をしていない、又は鑑札を着けていなかっ

　た場合、20万円以下の罰金に処せられます。�

●飼い犬に狂犬病予防注射を受けさせなかった場

　合、又は注射済票を着けていなかった場合、20

　万円以下の罰金に処せられます。�

狂犬病について�

狂犬病予防法について�

罰則規定�

7 平成24年３月号�

新規登録�

（登録と注射）�

登録済み�

（注射のみ）�

１頭あたり�

の料金�

２，４００円�注 射 料 �

５５０円�

８０円�

注 射 済 票 �

３，０００円�登 録 �

５，９５０円� ２，９５０円�　 計 　 �

犬 マ ー ク �

１，６００円�鑑 札 再 交 付 �

※お釣りのいらない�

　ようにお願いします。�
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国民健康保険被保険者証及び�
国民健康保険高齢受給者証の更新について�

国民健康保険被保険者証及び�
国民健康保険高齢受給者証の更新について�

　１．国民健康保険被保険者証（国保の一般の保険証）をお持ちの方�
　　　資格が一般の国保の保険証をお持ちの方。�
�

　２．国民健康保険高齢受給者証をお持ちのかた�
　　　国保の該当者で70歳以上75歳未満のかた�

●更新の対象�

詳しくは、役場福祉保健課　電話　0859-75-6111

　　平成24年３月21日(水)～23日(金）�

　　時間は、午前９時から午後４時までです！�

　　従いまして、郵送は26日（月）以降になります。�

受け取り期間�

　以上の該当の方は、平成24年３月31日が有効期限となっています。�

　新しい保険証と高齢受給者証のについては、原則として郵送いたしますのでお手元に届

きましたら、ご確認をしていただきますようよろしくお願いします。�

　各施設等に入所されている方や、ご家族やご親戚など、被保険者の住所と送付先が異な

る場合は、対応させていただきます。�
�

　なお、ご希望の方は、以下の期間に役場福祉保健課（江府町総合健康福祉センター）で

受け取りができます。�

　ただし、該当の方及び該当者のご家族以外の方が、依頼をされて受け取られる場合は、

受領書に記入をしていただきますので、必ず印かんをご持参ください。�

4月1日以降に、古い保険証と高齢受給者証は破棄してください。�

こちらの被保険者証・受給者証をお持ちの方が更新となります�
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高額な外来診療を受ける皆様へ�高額な外来診療を受ける皆様へ�

国民健康保険（国保）の異動手続きをお忘れなく！�

詳しくは、役場福祉保健課　電話　0859-75-6111

　平成24年４月１日から、高額な外来診療を受けたとき、「限度額適用･標準負担額

減額認定証」（以下、「限度額認定証」）や「被保険者証等」を提示すれば、ひと月

の医療機関等の窓口での支払いが、一定の金額にとどめられます。�

　これまでは、高額な外来診療を受けたとき、ひと月の窓口負担が自己負担限度額以

上になった場合でも、いったんその額をお支払いいただき、後で保険者から高額療養

費としてお返ししていました。�

　平成24年４月１日からは、医療機関等の窓口に「限度額認定証」を提示すれば、

限度額を超える分を支払う必要はなくなります。また、保険薬局、指定訪問看護事業

者についても同様の取扱いを受けることができるようになります。�

　70歳未満の方と70歳以上の非課税世帯の方で、高額の外来診療を受ける方は、加

入する保険者に事前に申請し、「限度額認定証」の交付を受ける必要があります。�

◎現在交付を受けられて、有効期限が平成24年7月31日までのものは、そのまま有効

期限までご使用できます。�

これからの時期は、就職・退職などによる異動が多くなります。�

異動があった日から、14日以内に手続きをしてください。�

手続きが遅れると、医療費を全額自己負担したり（未加入の場合）、国民健康保険税を

多く払う（脱退手続きしていない場合）などのトラブルが発生します。�

　
退
職
さ
れ
、
職
場
の
健
康
保
険

を
脱
退
さ
れ
た
方
は
、
国
保
加
入

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。�

　
た
だ
し
、
家
族
が
お
勤
め
先
の

健
康
保
険
に
扶
養
家
族
と
し
て
加

入
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
家

族
の
勤
務
先
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。�

加
入
手
続
き
に
必
要
な
も
の�

・
退
職
証
明
書
な
ど
（
退
職
日
が

　
わ
か
る
も
の
）�

・
印
鑑�

������

　
就
職
な
ど
に
よ
り
、
勤
務
先
の

健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
方
は
、

国
保
の
脱
退
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。�

脱
退
手
続
き
に
必
要
な
も
の�

・
勤
務
先
の
保
険
証�

・
国
保
の
保
険
証�

・
印
鑑�

国
保
に
加
入�

国
保
を
脱
退�

高額な外来診療受診者� 事前の手続き� 病院・薬局などで�

・70歳未満の方�

・70歳以上の非課税世帯の方�

加入する健康保険組合などに「限
度額認定証」の交付を申請して
ください�

「限度額認定証」を窓

口に提示してください�

70歳以上75歳未満で、�

非課税世帯ではない方�
必要ありません�

「高齢受給者証」を窓

口に提示してください�

75歳以上で、�

非課税世帯ではない方�
必要ありません�

「後期高齢者医療被保
険者証」を窓口に提示
してください�
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日野郡男女共同参画連絡会日野郡男女共同参画連絡会�日野郡男女共同参画連絡会�

　踏み出そうわたしから　つながろうあなたと�

人権の花感謝状贈呈式�
　２月21日に今年度一年間、江府小学校と子供の

国保育園でとりくんだ「人権の花」の活動に対し、

法務局米子支局と米子人権擁護委員協議会から感謝

状の贈呈がありました。�

　町の人権擁護委員や先生が見守る中、米子人権擁

護委員協議会の佐野会長から�

「夏の暑い中、水やりは大変だったと思います。や

らないとすぐに花は枯れてしまいます。本当にあり

がとう。」と述べられ、江府小学校の児童を代表して６年生森田亮さ

んが感謝状を受け取りました。�

　森田さんは「花の世話を一生懸命しました。命や人権の大切さがよ

く分かりました。」と答え、とてもよい活動が体験できた事を話しま

した。�

　園児や児童たちはこれまで以上に、自分も友達も花も動物もみんな

の命を大切にし、やさしく出来る「こうふっ子」に育ってくれること

でしょう。�

　平成24年2月26日（日）日野総合事務所大会議室

において日野郡の男女共同参画を推進するために、

三町の推進団体・町と県民局が連携して、研修会が

開催された。江府町からは１２名が参加し、「みち

くさ推進会議」の川上まり子さんが会の設立からこ

れまでの活動を報告しました。報告では、青空市の

頃の苦労話から核となる施設の建設、運営と会員の

連携など、むずかしい問題が持ち上がる中、自分た

ちの丹精こめた作物が売れる喜び、消費者が喜んで

待ってくださるなど、つながる感激を熱く話しました。

先に松江市の田和山遺跡を守る活動を続けてこられた３名の女性の報告

があり、日南・日野町からもまちづくりを積極的に推進している団体か

らの活動報告がありました。�

　まちづくりは、まず自分から。始めるから始まる。何ごとも一歩踏み

出さないと始まらない。やってみなければわからない。自分たちでやっ

ていこう！という気持ちが大切。女性のパワーで男性もまきこみ、まち

づくりをしていこう。などなど。時間が足りないほどの意見交換ができ、

最後に鳥取県男女共同参画センター企画員石井宏美さんが自分たちが楽

しく元気でいることを発信することにより、地域も町も元気になれるというまとめの話をしました。帰りぎ

わに参加者の「いい会だった。」「元気をもらった。」と明るい笑顔が印象的でした。�

もう
一歩
�
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　あの日3．11から１年が経ちました。�

　「凄い地震があって、えらいことになっているぞ。」と、外にいた私の携帯につれあいさんがわざ

わざ知らせてきました。帰ってテレビの画面に目をやると現実に起こっていることとは思えない信じ

られない光景が広がっていました。陸地をまるで生き物が這うかのように津波が押し寄せて、広い田

畑や農業用ハウスを飲み込んでいく様でした。その時点ではあの映像の中だけでもどれだけの尊い命

や財産が奪われていっているのかということには考えが及びませんでした。生中継で津波の映像をと

らえたNHKのカメラマンは、家や車や漁船、農業用ハウスをあっという間に巻き込み内陸を襲ってい

く様を、アップにしすぎてはいけないととっさに感じたと、後に書いています。�

　その後、様々なメディアから入ってくる情報で、地震、津波に加えて原発事故と、想像を絶する被

害が出ていることを知りました。突然襲った災害に尊い命を奪われた多くの人たちの無念さを思うと、

胸が締め付けられる思いがします。また、命こそ奪われなかったものの、愛する人を奪われ、自分自

身の人として生きる様々な権利を一瞬にして奪われた多くの被災者の方たちの心の傷に思いを馳せる

と、何もできない、なにもしない自分の無力さに心萎える気がします。�

　3．11を境に私たちの国の価値観が少しずつ変わったといわれます。価値観は変わらないまでも、

何気ない日常の事ごとがどれほど大事なことであるか改めて気づくようになりました。そんな人たち

が、たとえ微力ではあっても被災者の方たちの心に思いを寄せ続けていれば、いつかきっと被災者も

被災者でない人たちも、私たちの国を襲った未曾有の大災害から真に立ち直る日が来るのではないか

と信じています。また、一人一人が「今を大事に生きる心」を持ち続けることが遠く離れた被災者の

方たちの心に寄り添うことにつながるのではないかと思います。�

　自分の今を大事に生きよう、隣の人の心に寄り添った言動を取ろうと思いつつ、それがどれほど難

しいことであるか感じながらも日々のくらしの中で少しでも実践できるようになりたいと考えている

この頃です。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペンネーム　道遥�

　…このコーナーでは、みなさんからの投稿をお待ちしています。教育委員会人権同和対策室までお

寄せください。�

心に寄り添う�

人権コーナー�

　いつ、だれもが、どんな状況で思いもしない災害・被害に合うかもし

れないことを思い知らされた、昨年の大災害。あれからもう1年。�

　「こんなことしたら、相手はどんな気持ちになるのかな？」「あの人、

いつもと様子が違うけど何かあったのかな？」自分と考えの違う人や立

場の違う人と出会ったときに拒絶や衝突をするのでなく、相手の側に立

って考えてみる。そして思いを巡らせてみることの大切さ。そして、誰

もが「日日」を、「今」を大切に生きること。�

　普段分かっているつもりでしたが、改めて気づかされたペンネーム道

遥さんからのおたよりです。わたし達も少しでも心がけねば、と気が引

き締まる思いです。�

　
町
で
は
、
毎
月
第
二
水
曜
日
の

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
、
防

災
・
情
報
セ
ン
タ
ー
で
人
権
相
談

所
を
開
設
し
て
い
ま
す�

　
平
成
二
十
四
年
度
の
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
▲
は
、
人
権

擁
護
委
員
の
日
及
び
人
権
週
間
期

間
中
に
お
け
る
開
設
日
で
す
。
）�

�

　
●
　
　
四
月
十
一
日�

　
●
　
　
五
月
　
九
日�

　
▲
　
　
六
月
　
一
日�

　
●
　
　
七
月
十
一
日�

　
●
　
　
八
月
　
八
日�

　
●
　
　
九
月
十
二
日�

　
●
　
　
十
月
　
十
日�

　
●
　
十
一
月
十
四
日�

　
▲
　
十
二
月
十
二
日�

　
●
　
　
一
月
　
九
日�

　
●
　
　
二
月
十
三
日�

　
●
　
　
三
月
十
三
日�

�

　
町
の
み
な
さ
ん
の
身
近
な
人
権

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

小
さ
な
こ
と
で
も
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

平
成
二
十
四
年
度�

　
特
設
人
権
相
談
所�

　  

日
程
が
決
ま
り
ま
し
た�
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学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

熊谷先生(岡山大学大学院)による講演�

カイル先生のほのぼのコラム⑱

　
二
月
二
十
六
日
に
、
江
府
町
防

災
・
情
報
セ
ン
タ
ー
で
、
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
研
修
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。�

���������

　
研
修
会
で
は
、
今
年
度
の
お
助

け
隊
の
活
動
報
告
の
後
、
岡
山
大

学
大
学
院
准
教
授
の
熊
谷
愼
之
輔

先
生
に
よ
る
、『
子
ど
も
・
学
校
・

地
域
が
元
気
に
な
る
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
』
と
題
し
た
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
講
演
で
は
、
子
ど
も
や
大
人
、

地
域
、
教
師
な
ど
の
立
場
で
の
、

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
義

に
つ
い
て
、
解
説
を
さ
れ
ま
し
た
。

『
家
庭
や
社
会
の
つ
な
が
り
が
豊

か
な
地
域
の
子
ど
も
は
学
力
も
高

い
』『
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携

は「
漢
方
薬
」で
あ
り
、
息
の
長
い

取
り
組
み
が
効
果
を
生
む
』
『
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
も
学
び
成
熟
し

て
い
る
』
と
い
っ
た
お
話
を
さ
れ
、

「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・

協
働
に
よ
っ
て
大
人
と
子
ど
も
が

か
か
わ
り
合
い
お
互
い
が
変
わ
っ

て
い
く
（
育
ち
合
う
）
意
図
的
な

活
動
で
あ
る
」
と
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
子
ど
も
の

地
域
の
行
事
へ
の
参

加
や
、
提
案
型
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
支
援
な
ど
、

新
た
な
活
動
の
方
向

性
に
つ
い
て
も
多
く

の
示
唆
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
理
論
的
な

内
容
で
し
た
が
、
非

常
に
わ
か
り
や
す
い
講
義
で
、
一

時
間
半
が
あ
っ
と
い
う
間
に
す
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。�

　
今
年
度
、
三
百
件
を
超
え
る
支

援
の
あ
っ
た
お
助
け
隊
。
新
年
度

も
よ
り
多
く
の
方
の
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。�

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

　
学
校
支
援
地
域
本
部
事
務
局�

　
　
　
　
　
　
七
五
―
二
二
二
三�

Hello everyone,�

�

February is over and spring is just around the corner. I can't wait to 

get back outside and enjoy the world again. The cold has had me 

trapped for too long! �

I finally started studying Spanish! It has been a goal of mine for a 

long time and I am just starting to get my feet wet. Hopefully it will 

turn out to be as much fun as studying Japanese has been. How 

was your February? Were you able to get out and do anything fun?�

�

Kyle�

�

�

みなさん、こんにちは。�

�

２月が終わって、春ももうそこまで来ています。外に出て、自然を満

喫したくてたまりません。長い間、寒さに閉じ込められていましたか

らね。�

ところで、ついにスペイン語の勉強を始めました。スペイン語を勉強

することは長い間の目標だったんですが、ちょっとかじり始めた感じ

でしょうか。できれば、日本語を勉強してきたのと同じように楽しめ

たらいいんですが…。�

皆さんの２月はどうでしたか？外に出て何か楽しい事ができましたか？�

�

カイル�
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十
二
月
十
六
日
か
ら
二
月
二
十

二
日
に
か
け
て
、
江
府
小
学
校
体

育
館
を
会
場
に
奥
大
山
ぶ
な
の
森

ク
ラ
ブ
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
四
回
行

わ
れ
た
教
室
に
は
、
延
べ
八
十
四

名
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
内
容
は
、
体
づ
く
り
運
動
に
始

ま
り
ア
ン
ダ
ー
ハ
ン
ド
パ
ス
、
オ

ー
バ
ー
ハ
ン
ド
パ
ス
、
サ
ー
ブ
や

ア
タ
ッ
ク
な
ど
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
基
礎
を
教
わ
っ
た
後
、
六
人
ご

と
に
分
か
れ
て
コ
ー
ト
の
中
に
入

り
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
し
て
汗
を

な
が
し
ま
し
た
。�

　
初
め
て
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
体
験

に
、
最
初
は
控
え
め
だ
っ
た
児
童

達
も
次
第
に
慣
れ
、
真
剣
な
表
情

で
ボ
ー
ル
を
追
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。�

�������������

　
奥
大
山
ぶ
な
の
森
ク
ラ
ブ
で
は
、

町
民
の
皆
様
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
教
室
を
始
め
、
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
・
教
室
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
開
催
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
今
後
の
イ
ベ
ン

ト
・
教
室
に
は
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ

い
。�

奥
大
山
ぶ
な
の
森
ク
ラ
ブ�

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
　
開
催�
平
成
二
十
三
年
度
少
年
少
女
野
球
教
室 

開
催
！�

　
三
月
三
日
、
運
動
公
園
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
鳥
取
県
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
を

講
師
に
招
い
て
の
野
球
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
鳥
取
県
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
旧
鳥
取
キ
タ
ロ
ウ
ズ
）
は
、
二

〇
〇
五
年
十
二
月
に
、
当
時
山
陰

唯
一
の
社
会
人
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
と
し
て
発
足
。
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
の
各
種
大
会
へ
出
場
す
る
か

た
わ
ら
、
野
球
を
通
じ
て
の
青
少

年
の
健
全
育
成
に
も
力
を
入
れ
て

お
ら
れ
、
少
年
野
球
教
室
の
開
催

や
高
校
生
と
の
合
同
練
習
な
ど
の

地
域
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て

お
ら
れ
ま
す
。�

�

　
こ
の
日
は
、
チ
ロ
ル
ジ
ュ
ニ
ア

江
府
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
江
府
中

学
校
野
球
部
の
球
児
を
は
じ
め
と

し
た
五
十
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。�

天
候
は
曇
り
空
で
肌
寒
い
一
日
で

し
た
が
、
参
加
者
は
寒
さ
に
も
負

け
ず
、
鳥
取
県
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
の
選
手
の
指
導
を
熱
心
に
受

け
て
い
ま
し
た
。�

　
開
校
式
が
終
了
す
る
と
、
早
速

野
球
教
室
が
始
ま
り
ま
し
た
。�

�

　
ま
ず
は
基
本
と
な
る
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

��������������

　
次
に
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ご
と
の
守

備
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
指
導
を
受

け
ま
し
た
。
鳥
取
県
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
、
実
際
に

自
分
た
ち
の
動
き
を
見
せ
な
が
ら
、

一
人
一
人
に
丁
寧
に
わ
か
り
や
す

く
指
導
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。�

���������������������

　
練
習
の
あ
と
は
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

や
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
交
流
を
深
め
、

野
球
教
室
は
終
了
し
ま
し
た
。�

　
参
加
者
は
、
教
室
を
通
じ
て
そ

れ
ぞ
れ
何
か
を
つ
か
み
、
自
信
を

持
っ
た
様
子
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！�

キャッチボールが守備の基礎。大切に！�

常にうまくなりたいと�
意識を持つことが大事だよ。�

下半身の力をしっかり�
バットに伝えよう！�
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江府小・江府中で体験入学がありました江府小・江府中で体験入学がありました!江府小・江府中で体験入学がありました江府小・江府中で体験入学がありました!江府小・江府中で体験入学がありました!
　２月17日は江府中学校で、２月21日は江府小学校で、それぞれ「新１年生」の体験入学がありま

した。学校生活について、先輩から教えてもらったり体験したりして、ひと足早い1年生気分を味わ

いました。�

4月が�

楽しみ！�

　
中
学
校
で
は
、
二
年
生
が
中
心
と
な
り
、
六
年
生
を
学
校
案
内
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
は
、
学
校
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
。
中
学
生
ら
し
く
趣
向
を
凝
ら

し
た
問
題
で
、
六
年
生
達
も
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
、
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
校
長
先
生
に
は
、
中
学
校
で
の
あ
い
さ
つ
の
仕
方
や
学

習
の
心
構
え
な
ど
を
教
え
て
頂
き
、
気
持
ち
の
引
き
締
ま
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。
最
後
は
部
活
見
学
。吹
奏
楽
部
は
六
年
生
の
た
め
に
、観
客
席
を

設
け
て
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。
六
年
生
も
新
し

い
学
校
生
活
を
思
い
描
き
、
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。�

中学校�

小学校�

　
小
学
校
で
は
、
五
年
生
と
一
年
生
が
新
一
年
生
と
交
流
し
ま
し
た
。

五
年
生
は
、
自
分
達
が
先
生
と
な
っ
て
、
算
数
や
体
育
な
ど
の
模
擬
授

業
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
五
年
生
の
質
問
に
、
ピ
ン
と
手
を
挙
げ
て
発

表
す
る
年
長
さ
ん
の
姿
に
、
一
年
生
な
る
こ
と
へ
の
意
気
込
み
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
一
年
生
は
、
学
校
案
内
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
新
一

年
生
の
手
を
引
い
て
歩
く
一
年
生
の
様
子
は
、
先
輩
と
し
て
誇
ら
し
げ
で
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
給
食
も
一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。
給
食
の
手
順
な
ど
を

一
年
生
に
や
さ
し
く
教
え
て
も
ら
っ
た
新
一
年
生
。
入
学
へ
の
期
待
が
一
層
が

膨
ら
ん
だ
よ
う
で
す
。�



ひ�と�こ�と�
　厳しい寒さも、もうすぐ、春の訪れを告げてい
るようです。どうか暖かい日はおおいに外に出て
庭や公園などで草木の生命力の強さをみてみまし
ょう。�
　農家の皆様、今年の作付け計画をたてられてお
られることでしょう。今年こそ平穏無事で豊作を、
神代の昔から農家にとって最高の願いであります。�
　宮市原へ上がりますと裏大山がよく見え、田ん
ぼふんわりと雪姿。このすばらしいふるさとの原
風景をいつまでも残したいものです。�
　　　　　　　　　　　　　　編集委員一同�
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農業委員会だより農業委員会だより�農業委員会だより農業委員会だより�農業委員会だより�

審議議案は、全て承認されました。�
１）農地法第３条に基づく許可申請について　１件�
２）農用地利用集積計画書（案）について　　２件�

農業委員会総会（２月）�

３月の農地相談会�

お気軽にご相談ください。�

◎相談日　平成24年３月30日(金)　午後1時30分から�

◎場　所　山村開発センター�

口約束での｢ヤミ小作｣では、�
なぜいけないでしようか？�

◎ 利用権を設定して解決をしましょう。�

世代交代の場合のトラブル世代交代の場合のトラブル�世代交代の場合のトラブル�

　口約束での農地の貸借において、どこの農地を何年間いくらの小作料で貸しているかに

ついて本人のみが承知し、家族にもなにも分からないことがたびたびあります。�

　特に若い世代に変った際に、誰れに、どこの土地をいつまで貨していることがまったく

不明となりトラブルの原因になります。�

時効によって、貸した農地が帰ってこないことも時効によって、貸した農地が帰ってこないことも�時効によって、貸した農地が帰ってこないことも�

　「ヤミ小作」で長期間継続していると、賃借人が賃借権の時効（民法による20年以上）

を強調されます。このような場合、農地が返還されないことがあります。�

ヤミ小作は法律の保護がなく、貸借は違法状態であるヤミ小作は法律の保護がなく、貸借は違法状態である�ヤミ小作は法律の保護がなく、貸借は違法状態である�

　利用権を設定しなかったり、農地法の許可を受けない農地の貸借は法律による保護を受

けない契約になりますので、農業委員会へご相談をお願いいたします。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ 75－3222



　JICAでは、あなたの技術や経験を活かし、派遣先で

の人々の自助努力を促進する「青年海外協力隊」を募集

します。�

○募集期間：平成24年４月１日～５月14日(消印有効）�

○応募資格：満20歳～満39歳（平成24年5月14日時点）

　　　　　　の日本国籍を持つ方�

○募集分野：農林水産、加工、保守操作、土木建築、保

　　　　　　健衛生、教育文化、スポーツ、計画・行政

　　　　　　の８部門　約120職種�

○派 遣 国：アジア、アフリカ、中南米、大洋州、中近

　　　　　　東の約80カ国�

○派遣期間：原則2年間（派遣前に原則65日間の訓練)�

○応募方法：所定の応募用紙（下記ホームページからダ

　　　　　　ウンロード可）を郵送にて提出�

【問い合わせ・資料請求・応募先】�

JICA中国(独立行政法人国際協力機構中国国際センター)�

〒739-0046　東広島市鏡山3－3－1�

電話：082-421-6305　FAX：082-420-8082�

ＨＰ：http://jica.go.jp/volunteer/application/seinen/

青年海外協力隊（平成24年春）�募 集�
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４月から変わります�

【問い合わせ】　町民生活課（電話75－3223）�

　１月30日、「江府町地域公共交通会議」が開催され、

町内の公共交通機関である町営バスの利便性の向上・

効率化・安全運行に向け協議が行われました。�

　地域公共交通会議での合意を受け、４月１日から、

町営バスの運行ダイヤが一部改正となります。�

　詳しくは、各戸に配布します「江府町営バス時刻表」

をご覧ください。�

町営バス運行ダイヤの一部改正�
　これまで、ビデオ・カセットテープは、分解し軟質プ
ラスチックと可燃ごみに分別していただいていましたが、
４月からは分解せずそのまま「ビデオ・カセットテープ
類」の収集日に出してください。　　�
　分別回収されたビデオ・カセットテープは、「ＲＰＦ」
というボイラー用の固形燃料に加工され、大手製紙工場
で使用されます。�
　詳しくは、各戸に配布します「平成24年度版　明る
く元気なくらしのカレンダー」をご覧ください。�

資源ごみ「ビデオ・カセットテープ類」始まります�

ジャイカ�

ジャイカ�

　新年恒例の「歌会始の儀」が行われ、その年の“お題“を
詠み込んだ優秀な短歌が皇居で披露されます。�
○お　　題：「立」（「立」の文字が読み込まれていること。
　　　　　　「立春」や「立ち上がる」など熟語や訓読み可。)�
○申込期限：平成24年９月30日（日）�
※詠進の要領が役場総務課にあります。�
【問い合わせ】　総務課（電話75－2211）�

平成25年歌会始の詠進歌�募 集�

りつ�

りっしゅん� た� あ�

平成24年度　裁判所職員�募 集�

平成24年度　国家公務員�募 集�

受験資格�

受付期間�

区　分�
総合職� 一般職�

院卒者� 大卒者� 大卒程度者�

昭和57年4月2日
以降に生まれた方�

大学院を修了した
方または平成25
年3月までに大学
院を修了する見込
みの方�

○インターネット�
平成24年4月5日（木）9：30～4月11日（水）（受信完了有効）�

○郵送�
平成24年4月2日（月）～4月16日（月）（消印有効）�

平成3年4月2日以降
の生まれた方で大学
を卒業または平成25
年3月までに大学を
卒業する見込みの方�

平成3年4月2日以降
の生まれた方で大学・
短大等を卒業または
平成25年3月までに
大学・短大等を卒業
する見込みの方�

昭和57年4月2日から平成3年4月1日
までに生まれた方�

【問い合わせ】�
最高裁判所事務人事局任用課試験第二係�
（電話：03－3264－8111　内線3322）�
【http://www-shiken.courts.go.jp/saiyo】�

【問い合わせ】人事院ホームページ【http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm】�
※各試験の詳細については、人事院ホームページで確認してください。�

総合職�

専門職�高卒者�

専門職�

（法務区分除く）�

（教養区分除く）�

航空管制官�

法務省専門職員�

国税専門官�

労働基準監督官�

財務専門官�

皇宮護衛官�

食品衛生監視員�

海上保安学校学生(特別)

一 般 職 �

郵送または持参�
（郵送は消印有効）�

受験受付方法及び受付期間�

インターネット�
（受信完了有効）�

４月２日（月）～４月９日（月）�

４月10日（火）～19日（木）�

４月２日（月）～４月９日（月）�

４月２日（月）～４月12日（木）�

４月10日（火）、11日（水）�

４月６日（金）～11日（水）�

４月２日（月）、３日（火）�

院
卒
者
・
大
卒
程
度�

試　験　区　分�



『まんが王国とっとり』建国しました�

【問い合わせ】鳥取県観光政策課　まんが王国とっとり推進室�
　　　　　　　電話：0857-26-7581　　FAX：0857-26-7581　ＨＰ：http://yokoso.pref.tottori.jp/manga/

　「まんが王国とっとり」では、応援団サポーターを募
集しています。会員になって活動すると入団特典があり
ます。�
【入団特典】�
　会員証のほか、まんが王国とっとり通信の定期配布（年
4回）や県内関連施設で各種割引等のサービスが受けら
れます。�
【活動事例】�
　口コミやブログなどで「まんが王国とっとり」や鳥取
県の魅力を発信、イベント等への参加（強制ではありま
せん）など。�

応援サポーター会員（登録無料）�
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募 集�　鳥取県は、世界的に著名な水木しげるさん、谷口ジ

ローさん、青山剛青さんをはじめ、多くの漫画家を輩

出しています。県では、『まんが王国とっとり』として、

県民の皆さんと一緒に“まんが”を通じた域づくりや

観光誘客の取り組みをすすめていきます。�

○時　期：平成24年11月7日(水)～10日(土）�

○米子コンベンショセンター�

◎4月から11月にかけて、関連イベントなどが多数開催

　されます。�

2012年国際マンガサミット　～鳥取県で開催～�

平成24年３月分から�
協会けんぽ鳥取支部の健康保険料率が変わります�

エンジン０１文化戦略会議オープンカレッジin鳥取�募 集�

　鳥取県では、“地域文化の再発見”と“鳥取の魅力”

を全国に発信する、講演会などが開催されます。�

　当日は、各分野の第一線で活躍される著名な文化人

を招き、３日間で約70の講座が、とりぎん文化会館等

を会場に行われます。�

○開催期間：平成24年３月23日（金）～25日（日）�

○会　　場：とりぎん文化会館、鳥取環境大学�

　　　　　　鳥取砂丘など�

○費　　用：１講座500円（無料の講座もあります）�

○申　　込：事前にチケットを購入してください。�

　　　　　　ローソン江府町店、米子コンベンション

　　　　　　センター、今井書店「本の学校」などで

　　　　　　お求めください。�

※入学料以外に手数料（105円）などが必要です。�

※各講座とも定員になり次第、締め切りとなります。�

●チラシが役場総務課にあります。お問い合わせくだ

さい。�

　40歳から64歳までの方（介護保険第２号被保険者）は、健康保険料率に介護保険料率1.55％が加

わります。�

　協会けんぽ鳥取支部は、皆さまの健康保持・増進のための取り組み（健診・特定保健指導実施率

の向上、現金給付適正化、ジェネリック医薬品の使用促進など医療費適正化等）を推進するとともに、

国に対しさらなる国庫補助の増額などを求めてまいります。�

　何とぞ、ご理解とご協力をいただきますようよろしくお願い申し上げます。�

著名人の講演などが500円(入学料)※で聞けます�

ゼロ  ワン�

【問い合わせ】鳥取県企画部　分権自治担当�
電話：0857-26-7581　FAX：0857-26-8129�
ＨＰ：http://www.pref.tottori.lg.jp/177465.htm

【問い合わせ先】協会けんぽ鳥取支部　　担当:企画総務グループ�

　　　　　　　　電話（0857）25－0051　�

　※テーマ欄は、チラシのサブタイトル等から推測して�

　　分類しました。�

　　出演者は、変更となる場合があります。�

開催日�
24日�
24日�
23日�
24日�
24日�
24日�
24日�
25日�
24日�
24日�
24日�
24日�
24日�
24日�

講　座�
マンガキャラは、時を駈ける�
マンガキャラはこうして描く�
岡野貞一へのオマージュ�
唱歌「ふるさと」は鳥取生まれ�
やっぱり本が好き！�
雑誌ananのウラ話！�
知事激突！�
いくぞ！鳥取�
鳥取のレベルってどうなの？�
デザートはワインの後で？�
スポーツをもっと楽しく！�
脳の中身をのぞいてみれば！�
やっぱり、エジプトの話を！�
これぞ藩風　これぞ県風�

主な出演者（敬称略)
ちばてつや、モンキー・パンチ�
ちばてつや、里中満智子�
佐藤しのぶ、倍賞千恵子�
三枝成彰、猪瀬直樹�
林真理子、安部譲二�
林真理子、堀木恵子�
黒岩祐治、平井伸治�
田原総一朗、石破茂�
犬養裕美子、安部譲二�
川島なお美、服部今日子�
玉木正之、有森裕子�
茂木健一郎、中尾清一郎�
吉村作治、佐藤正明�
磯田道史、谷川彰英�

食 文 化 �

童 謡 �

まちづくり�

本・雑誌�

テーマ※�

マ ン ガ �

スポーツ�
脳 科 学 �

歴 史 �

現行　9.48％� 平成24年3月分から　9.98％�





�

�
◎ご結婚を祝します�
浦部　明郎　洲河崎 �
森田　真理　貝田から�
馬田　裕隆　米子市から�
川上　真奈　本五�
◎お誕生おめでとう�
(住　所）　（氏　 名）　（性別）（保護者）�
新　道　渡邊　幹大　 男　　　聰�
佐　川　篠村　実和　 女　　 友紀�
武　庫　加藤　桃佳　 女　　 潤也�
高　谷　白川　夢華　 女　　 達也�
大河原　岡田　麗愛　 女　　 直樹�
◎ごめい福を祈ります�
(住所）　（氏　名）（年齢）（世帯主）�
貝　田　森田　照美　74歳　　和正�
新　二　宮本　芳枝　84歳　　幸人�
久　連　山口　高子　83歳　　和義�
栗　尾　加藤　芳江　82歳　　俊六�
貝　田　佐藤貴代美　87歳　　  誠�
洲河崎　影山　信明　100歳　　孝光�

）�
）�

交通死亡事故ゼロ継続日数�

　　　　2,214日　（３月１日現在）�

火災ゼロ継続日数�

　　　  　    19日　（３月１日現在）�

ご　寄　付�

納付期限�
３月分　平成24年５月１日まで�
　日本年金機構から送られている納付書�
を添えて金融機関でお支払いください。�
　なお、口座振替の方は、上記期限が振替�
日です。�

�

�
社会福祉協議会に次の方からご寄付をい
ただきました。�
（１月分）敬称略�
◎見舞い返しとして�
　　柿　原　白川　博章　本人退院�
　　荒　田　阿部　鶴代　本人退院�
◎香典返しとして�
　　貝　田　森田　和正　妻照美死去 �
　　洲河崎　浦部　貴正　祖母末子死去 �
　　新町二　宮本　幸人　妻芳枝死去 �
　　栗　尾　加藤　俊六　母芳江死去 �
　　新町二　上代　洋子　夫賢人死去 �

町の人口　3,426人（－８）�

男　1,599人（－３）�

女　1,827人（－５）�

�

世帯数　1,131世帯（－２）�

�

２月末現在（　　）は前月比�

２月届�
（敬称略）�

人の動き�

19 平成24年３月号�

鳥取県の総合情報誌『とっとりＮＯＷ』好評発売中！�
（第93号・3月1日発行）�

労使ネットとっとりの『労働相談』�

　日本初の新作民芸運動を実践した吉田
璋也。その軌跡をたどりながら、多くの
人を惹き付ける彼の奥深い魅力を探りま
す。�
　特集では、旧小学校を改築して2009
年春、誕生した「さくら工芸品工房」に
スポット。文化発信と地域の賑わいの拠
点を目指す人々の活動を紹介しました。�
■取扱場所／県内の主な書店など�
■定　　価／１部300円（税込）�
■発　　行／年４回（３，６，９，12月）�
【問い合わせ】　�
　鳥取県広報連絡協議会（県庁内）�
　電話0857－26－7086

　鳥取県労働委員会では、近年増加する労働問題をめぐる紛争の解
決を、公平中立・簡易迅速・無料で行います。�

相談会…専用の相談室を県庁内に用意します�
■日　時：平成24年3月14日（水）　午後3時30分～午後5時�

■場　所：県庁第二庁舎７階　労使ネットとっとり�

　　　　　（県労働委員会事務局内）�

■予約先：前日までに上記連絡先へ申し込みください。�

　　　　　相談時間の目安は１回30分です。�

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ�図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ�図書館からのお知らせ�
♪江府町立図書館♪�

平日　8：30～19：00�
土日祝　8：45～17：30

開館時間�

TEL　75－2005

東日本大震災から一年。
被災地が歩んできた　こ
の一年間を振り返り、も
う一度「自分たちにでき
ること」、「これからの
こと」を考えてみませんか。�

全国各地で好評を博した“魔法
の美術館”がついに鳥取で開催。�
「見て」「触れて」「遊ぶ」。
光と影が織りなす魔法の世界を、
ぜひこの機会にご体感ください。�
※前売り券が役場総務課にあり
ます。�

会　　場：鳥取県立夢みなとタワー�

会館時間：午前10時～午後5時�

入場料：�

【一般】前売り700円（当日900円）�

【小中高校生】前売り300円（当日

500円）【4月平日限定ペアチケット】

1,000円（前売りのみ）※障害者手

帳を提示いただくと本人は当日料金

の半額（介助者1名は無料）�

※団体（20名以上）は前売り料金�

＊減災の知恵 ﾐ阪神から東日本へ�
＊大震災後の社会学�
＊ヒロシマ・ナガサキからフクシマへ�
＊被災地を歩きながら考えたこと�
＊フリスビー犬、被災地をゆく�
＊東日本大震災、復興への道�
　　　　　 －神戸からの提言�
＊東日本大震災と地域産業復興･･･など�
�

3.11 震災復興特集�

電話相談…県内フリーダイヤル（通話料は無料です）�

　　　　電話：0120－77－6010�
受　付：平日の午前８時30分から午後５時15分まで�



発行／江府町役場� 編集／町民生活課　印刷／冨士印刷（有）�
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ひなまつりひなまつり�
お茶会お茶会�
ひなまつりひなまつり�
お茶会お茶会�
ひなまつり�
お茶会�

もうせん�

　3月2日、毎年恒例の「ひなまつり

お茶会」が行われました。　　�

　年少・年中の園児は、午前中、保

育園の先生から教わり体験しました。�

　午後からは、年長の園児が、篠田

美幸さんから教わりました。毛氈に

正座した園児たちは、皆“おしとや

か”です。お互いにお茶をたてるこ

とにも挑戦しました。上手に泡立っ

てないお茶を飲んだ園児は、篠田美

幸先生のお茶と違い、“苦味”で思

わず顔をしかめる場面もありました。�

　年長さんは、も

うすぐ小学１年生。

頼もしく感じられ

ました。頑張れ！

新一年生!!




